
包括的な連携に関する協定を締結包括的な連携に関する協定を締結
　人口減少と高齢化が進む中、同朋大学・白川町・白川町社会福祉協議会は、
地域福祉の充実を目的とした三者協定を締結しました。
この協定では、大学の専門的な知見を活かしながら、地域の福祉課題の解決や
人材育成に連携して取り組みます。学生の体験学習の受け入れや、多世代交流
の機会づくりなどを通して、地域共生社会の実現を目指します。
また、高齢者の健康づくり（フレイル予防・介護予防・認知症予防）や、地域
包括ケアの推進にもつなげていきます。
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●心結つながり相談　●無料法律相談　●介護相談各種相談事業

事 業 内 容事 業 内 容

白川町社会福祉協議会

　白川町は現在、全国平均を上回る高齢化率４９％の「超高齢化社会」に直面しています。そのため里山
文化の衰退や地域コミュニティの機能低下を招いています。
　こうした厳しい状況下高齢者福祉の持続可能性を確保するためには、単なる介護サービスの提供に
留まらない、多角的な戦略が不可欠です。その中核に据えるのが、「元気人口の増加」です。
　地域全体で支え合う体制を整備するために、以下の連携を強化します。
●地域に根ざした拠点運営
●他職種・多団体のネットワーク
●持続可能な仕組みづくり
　白川町の豊かな自然と文化を次世代へつなぐため、私たちは「自助・共助」の精神を再定義し、全住民
が主役となる「元気人口」主導の地域共生社会を目指します。

基 本 方 針

●ふれあいいきいきサロン事業の支援　●食事サービスボランティアとの連携
●福祉有償運送　●福祉用具の貸出事業　●あんしん電話の設置及び管理
●お助け隊心結（こころ）啓発活動　●生活支援体制整備事業の推進
●生活困窮者自立支援事業の推進　●日常生活自立支援事業の推進
●総合相談支援事業の推進　●男性集い場の開催
●フードバンク・フードドライブ事業　●法人後見事業　●配食サービス事業
●同朋大学・社協及び白川町との包括連携協定事業　●認知症サポーター養成講座

地域福祉活動

●お達者教室の開催　●まめな会の開催

●地区福祉会活動の支援　●民生委員児童委員との連携　●福祉委員活動の推進

介護予防事業

●福祉協力校（園）の指定　●福祉協力校出前事業　●福祉協力校訪問
●夏休みボランティアスクールの開催　●ぷちぷちボランティア支援　児童福祉事業

●社協だよりの発行　●ほのぼの情報の発行　●ふくし展の開催広報・啓発事業

●地域福祉センター「さわやか白楽園」　●福祉バスの運行施設運営

●赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金の募集・配分事業の実施　●災害義援金の募集共同募金事業

●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川　●サンシャイン美濃白川ショートステイ　
●地域密着型特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川
●地域密着型特別養護老人ホームあいらんど美濃白川　●グループホームかわばた荘
●訪問介護　●訪問入浴　●居宅介護支援事業所
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園　
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）　

介護事業

●こども発達支援教室　●訪問介護　●障害者認定区分調査事業　
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）
●サンシャイン美濃白川ショートステイ

自立支援事業

2025年度の事業計画2026年度の事業計画

地区福祉組織活動

●各種ボランティア団体への支援・相談　●ボランティア保険の加入　●災害に関する支援
●ボランティアの育成　●集まりの場の開催支援　●ボランティアポイント事業ボランティア支援事業

●障がい者団体の活動支援　●日常生活自立支援事業の推進障がい者福祉事業

●緊急援護資金貸付及び償還指導　●生活福祉資金貸付申請受付及び償還指導貸付事業

●理事会　●評議員会　●地区福祉会　●福祉委員　●社協会費募集　●社会福祉法人の連携法人運営事業

2026年度　収支予算
総額　12億 7756万 2千円

収入

利用者負担軽減額
　　　　　　　　　0．01％

固定資産取得支出  1.23％

その他の支出  0.12％ 助成金支出  0．26％

共同募金配分金事業費支出
　　　　　　　　　0．23％

貸付事業支出  0．02％長期貸付金支出  0．03％
積立資産支出  0．50％

支出

項　目 予算額
会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
その他の事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
施設整備等補助金収入
積立資産取崩収入
前期末支払資金残高
収入合計

5,030
5,510
23,711
41,891
1,817

817,140
3,010
18,410
7,227
8,430
1,398
2,900

341,088
1,277,562

（単位：千円）

寄附金収入  0.43％

障害福祉サービス等事業収入  0.24％

経常経費補助金収入  1.86％
受託金収入  3.28％

事業収入　0.14％

会費収入  0.39％

その他の事業収入  1.44％
受取利息配当金収入  0.57％

その他の収入  0.66％
施設整備等補助金収入  0.11％

積立資産取崩収入  0.23％

項　目 予算額
人件費支出
事業費支出
事務費支出
利用者負担軽減額
貸付事業支出
共同募金配分金事業費支出
助成金支出
その他の支出
固定資産取得支出
長期貸付金支出
積立資産支出
予備費
支出合計

708,774
266,690
21,746
100
300

2,882
3,330
1,480
15,740
360

6,410
249,750

1,277,562

（単位：千円）

介護保険事業収入
63.96％

前期末支払資金残高
26.70 ％

人件費支出
55.48％

予備費
19.55％

事業費支出
20.87％

社 協 だ よ り 2令和8年5月発行　№176
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白川町社会福祉協議会

　白川町は現在、全国平均を上回る高齢化率４９％の「超高齢化社会」に直面しています。そのため里山
文化の衰退や地域コミュニティの機能低下を招いています。
　こうした厳しい状況下高齢者福祉の持続可能性を確保するためには、単なる介護サービスの提供に
留まらない、多角的な戦略が不可欠です。その中核に据えるのが、「元気人口の増加」です。
　地域全体で支え合う体制を整備するために、以下の連携を強化します。
●地域に根ざした拠点運営
●他職種・多団体のネットワーク
●持続可能な仕組みづくり
　白川町の豊かな自然と文化を次世代へつなぐため、私たちは「自助・共助」の精神を再定義し、全住民
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基 本 方 針

●ふれあいいきいきサロン事業の支援　●食事サービスボランティアとの連携
●福祉有償運送　●福祉用具の貸出事業　●あんしん電話の設置及び管理
●お助け隊心結（こころ）啓発活動　●生活支援体制整備事業の推進
●生活困窮者自立支援事業の推進　●日常生活自立支援事業の推進
●総合相談支援事業の推進　●男性集い場の開催
●フードバンク・フードドライブ事業　●法人後見事業　●配食サービス事業
●同朋大学・社協及び白川町との包括連携協定事業　●認知症サポーター養成講座

地域福祉活動

●お達者教室の開催　●まめな会の開催

●地区福祉会活動の支援　●民生委員児童委員との連携　●福祉委員活動の推進

介護予防事業

●福祉協力校（園）の指定　●福祉協力校出前事業　●福祉協力校訪問
●夏休みボランティアスクールの開催　●ぷちぷちボランティア支援　児童福祉事業

●社協だよりの発行　●ほのぼの情報の発行　●ふくし展の開催広報・啓発事業

●地域福祉センター「さわやか白楽園」　●福祉バスの運行施設運営

●赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金の募集・配分事業の実施　●災害義援金の募集共同募金事業

●特別養護老人ホームサンシャイン美濃白川　●サンシャイン美濃白川ショートステイ　
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●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園　
　　　　　　サンシャイン美濃白川デイサービス、佐見デイサービスせせらぎ園）　

介護事業

●こども発達支援教室　●訪問介護　●障害者認定区分調査事業　
●通所介護（さわやか白楽園デイサービス、黒川デイサービス気楽園
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自立支援事業

2025年度の事業計画2026年度の事業計画

地区福祉組織活動

●各種ボランティア団体への支援・相談　●ボランティア保険の加入　●災害に関する支援
●ボランティアの育成　●集まりの場の開催支援　●ボランティアポイント事業ボランティア支援事業
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●理事会　●評議員会　●地区福祉会　●福祉委員　●社協会費募集　●社会福祉法人の連携法人運営事業
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４月から福祉委員が交替となりました。
任期は2年間です。

2026年度各地区福祉会代表者

福祉委員の役割
　町は人口減少と高齢化が進み、地域を支える若い世代が減少しています。また、地域
の繋がりが希薄化し、認定症の心配や困りごとを抱えていても誰にも相談できず孤立し
てしまう高齢者がいます。そのような課題を、身近な地域での見守り活動を行いながら
早期に発見し、民生委員や関係機関などへ働きかけることが福祉委員の役割です。

白川地区福祉会　今井　清美（小原三）　　白川北地区福祉会　杉山　和彦（野　原）

蘇原地区福祉会　山口　直樹（上赤河）　　黒川地区福祉会　　藤井　利夫（中之平）

佐見地区福祉会　伊藤　邦子（成　山）

2026年度各地区福祉会代表者

（白川地区） （蘇原地区） （黒川地区）
自 治 会
両 　 神
本 　 郷
小 原 一
小 原 二
小 原 三
下    金
和    泉
広    野
水 戸 野
中    川

宇 津 尾
油    井
野    原
村    君
新    津
小    川
広    島
大    利

〃
葛    牧

自 治 会
中 の 瀬
丑    丸
川    畑
切 井 中 切
切 井 本 郷
追    分
塔    洞
鹿    折
中    央
稲    中
石    木
上 赤 河
後    山
日    向
赤 河 本 郷
小    倉
下 古 野
増    田
下 赤 河
古    田
下    平
山    寄
藤    井
三 川 本 郷
上    田

氏 名
林　  広子
今井明香里
石田  英子
土屋美保子
今井喜久子
丹羽  恵子
髙木  初根
西野  万里
今井    栄
熊崎  弘子

安江    務
杉山  郁夫
田口  優子
小池    透
清水  一生
廣瀬美知代
新藤  玉保
高木    博
西野千鶴子
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遠藤    伸
川上  真理
纐纈美由紀
小池    幸
酒井  陽子
安江由美子
安江  京子
今井奈緒美

自 治 会
黒 川 中 切

〃
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〃
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中 新 田
奥 新 田
柿 反 上
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日 面 下
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下 新 田
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徳 　 　 田

氏 名
三戸千津子
今井  恵美
藤井  豊子
安江万里子
林  千代美
中山八千代
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藤井  則子
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長谷部貴子
小栗  律子
藤井るみ子
木村  睦子
榊間はつみ

今井  由美
田口  外史
笹俣  晃代
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藤井  善幸
服部  圭子
安江  幸弘
金子    悟
今井    悟
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（佐見地区）
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４月から福祉委員が交替となりました。
任期は2年間です。

2026年度各地区福祉会代表者

福祉委員の役割
　町は人口減少と高齢化が進み、地域を支える若い世代が減少しています。また、地域
の繋がりが希薄化し、認定症の心配や困りごとを抱えていても誰にも相談できず孤立し
てしまう高齢者がいます。そのような課題を、身近な地域での見守り活動を行いながら
早期に発見し、民生委員や関係機関などへ働きかけることが福祉委員の役割です。
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レクリエーション用品貸出レクリエーション用品貸出レクリエーション用品貸出

　今年度も、町内の保育園・小中学校などに古切手およ
び書損じハガキの収集箱の設置をお願いしたところ、多く
の皆さまからご協力をいただきました。心よりお礼申し上
げます。
　お寄せいただいた古切手や書損じハガキ（未使用の古
いはがきを含む）は、白川町の収集ボランティアの皆さま
により整理・集計された後、換金し町内の福祉施設等へ
備品などとして寄付させていただいております。
　今回は、サンシャインデイサービスへ車椅子２台とクッション４枚を寄付しました。４月１４日
には同施設において贈呈式が行われ、安江明子統括施設長へ目録が手渡されました。目
録を受け取った安江統括施設長は「皆様の活動に感謝するとともに、今回いただいた物品
は大切に使わせていただきます」と語られました。
　収集ボランティアは、２０００年から福祉施設や保育園、各種団体への寄付活動を続けて
おり、今回で１６回目の寄付となりました。代表の横家時子さんは、「これまで寄付を続け
てこられたのは、住民の皆さまのご協力のおかげです。これからも町内の福祉向上のため
に頑張っていきたい」と感謝の言葉と今後の目標を述べられました。
　今年度の集計結果は、下記のとおりご報告いたします。
　皆さまの身近なご協力が、地域福祉の充実につながっています。今後も引き続き収集箱
を設置いたしますので、ご家庭に眠っている古切手や書損じハガキがありましたら、ぜひご
協力をお願いいたします。

　サロン活動や地域での交流活動を行う際に利用いただけるレクリエーション用品を、無
料で貸し出ししています。ご利用時には事前にご連絡（予約）をお願いします。
○ 貸出用品

　

　その他にも輪投げやミニゲーム用品などもありますので、お気軽にお問い合わせください♪

古切手・書損じハガキ収集のご報告古切手・書損じハガキ収集のご報告古切手・書損じハガキ収集のご報告

設置先
白 川 保 育 園
白川北保育園
黒 川 保 育 園
佐 見 保 育 園
光の子保育園
蘇 原 小 学 校
黒 川 小 学 校
佐 見 小 学 校

切手
96
3
5
20
126
300
54
10

ハガキ
13
-
-
5
76
-
-
2

設置先
白 川 中 学 校
黒 川 中 学 校
町 民 会 館
蘇原ふれあいセンター
黒川ふれあいセンター
子育て支援センター
楽 集 館
福祉センター

切手
3
5
500
106
98
2
208
228

ハガキ
-
-
20
-
23
-
3
153

※切手（g）、ハガキ（枚）

コミュニケーション麻雀 モルック ボッチャ ビンゴボードゲーム

　点字サークル「デコボコ会」は、１９８３年の発足以来、
42 年にわたり地域福祉の向上に尽力され、このたび活動に
一区切りをつけられました。あわせて、これまでの歩みをまと
めた記録冊子も発行され、長年の功績にあらためて敬意が寄
せられています。
　発足当初は、点字や視覚障がいへの理解を広めることから
始まり、広報紙やカレンダー、ごみ収集日程表、選挙資料など、
生活に身近な情報を手書きで点字化する活動に取り組まれて
きました。その後は、学校からの要請を受け、子どもたちに点字の初歩を教えるほか、夏休み
点字教室を継続して開催し、福祉教育の推進にも大きく貢献されました。町内外の小中学校や
高校へと活動の場を広げ、多くの子どもたちが点字に触れる機会を得ました。
　近年はパソコン点訳の導入により活動の形も変化しましたが、手書き点字の大切さを守りなが
ら、「必要とする人の力になりたい」という思いは受け継がれてきました。
　代表の岡本氏は、「多くの方々に支えられて活動を続けることができた」と感
謝を述べるとともに、「これからも障がいの有無にかかわらず、共に生きる社会
であってほしい」と語られました。デコボコ会の歩みは、地域における支え合い
の大切さを伝えるものとして、今後も語り継がれていきます。
　このたび、記念冊子が発行され福祉センターに設置しております。デコボコ会
のこれまでの歩みや活動の様子がまとめられておりますので、ぜひご覧ください。

点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝

　３月２日から４日にかけて、各地区で地
域いきいき講演会を開催しました。総勢１
００名を超える方がみえました。夢こらぼ
主宰松尾やよい氏に「これからの時間の
活かし方・楽しみ方」についてのお話をし
ていただきました。人には２つの１０万時
間がある。社会や仕事に費やしてきた時間
と、退職後の自由時間にそれぞれ１０万時
間がある。それを、どう使いたいか、どう
生きたいか。人生グラフ（表）を書き込み、
自分の自由時間を知りました。地域の絆を
大切に。お互いさまに、支え合う街づくり。
　健康で生きがいをもって、これからの時
間を生きて行きましょう♪

地域いきいき講演会地域いきいき講演会地域いきいき講演会
　３月２日、３日に各地区で民生委員と福
祉委員の研修会を開催しました。今回は、
今年度より福祉委員が交代となるため、福
祉委員の役割や活動のポイント、民生委
員との連携などについての研修を行いまし
た。また、夢こらぼ主宰の松尾やよい氏よ
り、地域で支え合ってお互いさまで生きて
いくことの大切さやコツについて、グルー
プワークも交えながら、お話ししていただ
きました。グループワークでは、活発な意
見交換が行われました。
　今後も、いつまでも安心して生活できる
地域指して、連携の強化に取り組んでいき
ます。

民生委員と福祉委員研修会民生委員と福祉委員研修会民生委員と福祉委員研修会
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は大切に使わせていただきます」と語られました。
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点字教室を継続して開催し、福祉教育の推進にも大きく貢献されました。町内外の小中学校や
高校へと活動の場を広げ、多くの子どもたちが点字に触れる機会を得ました。
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のこれまでの歩みや活動の様子がまとめられておりますので、ぜひご覧ください。

点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝点字サークル「デコボコ会」42年の歩みに感謝

　３月２日から４日にかけて、各地区で地
域いきいき講演会を開催しました。総勢１
００名を超える方がみえました。夢こらぼ
主宰松尾やよい氏に「これからの時間の
活かし方・楽しみ方」についてのお話をし
ていただきました。人には２つの１０万時
間がある。社会や仕事に費やしてきた時間
と、退職後の自由時間にそれぞれ１０万時
間がある。それを、どう使いたいか、どう
生きたいか。人生グラフ（表）を書き込み、
自分の自由時間を知りました。地域の絆を
大切に。お互いさまに、支え合う街づくり。
　健康で生きがいをもって、これからの時
間を生きて行きましょう♪

地域いきいき講演会地域いきいき講演会地域いきいき講演会
　３月２日、３日に各地区で民生委員と福
祉委員の研修会を開催しました。今回は、
今年度より福祉委員が交代となるため、福
祉委員の役割や活動のポイント、民生委
員との連携などについての研修を行いまし
た。また、夢こらぼ主宰の松尾やよい氏よ
り、地域で支え合ってお互いさまで生きて
いくことの大切さやコツについて、グルー
プワークも交えながら、お話ししていただ
きました。グループワークでは、活発な意
見交換が行われました。
　今後も、いつまでも安心して生活できる
地域指して、連携の強化に取り組んでいき
ます。

民生委員と福祉委員研修会民生委員と福祉委員研修会民生委員と福祉委員研修会
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　社協では、高齢者のくらし、介護や
生活の不安、人とのつながりに関することな
ど、様々なご相談をお受けしています。職員が
お話をうかがい、必要な支援や情報提供を行
います。
　ご本人はもちろん、ご家族やご近所からの
ご相談でもかまいません。お電話や窓口でお
気軽にご相談ください。

　【相談受付】　月曜日から金曜日（祝日除く）
　　　　　　　8時30分～17時

　共同募金会白川町分会では、福祉センター
窓口に募金箱を設置し、義援金の募集を行いま
した。募集結果は次のとおりとなりました。

　金銭問題・家庭問題・契約問題など、弁護
士による専門的な相談を受けることができま
す。是非、問題解決の第一歩としてご利用く
ださい。

時　間 午後１時から４時まで（１人３０分程度）
場　所 福祉センターさわやか白楽園

★　予約が必要です　　　

５月19日（火）遠藤　嵩大　氏
６月16日（火）渡辺　淳一　氏
７月21日（火）黒宮　嵩弘　氏　
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心結つながり相談

どの相談も個人情報を正しく取り扱い、秘密はかたく守ります。
無料法律相談（毎月開催） こころ
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ひとりで
悩んでいませんか?

Q.介護保険のサービスって何があるの？　
Q.手続きはどうしたらいいの？
Q.どんな施設があるの？
Q.デイサービスって何をするの？
Q.介護の事って誰に相談したらいいの？

Q＆A
介護の不安を解消しませんか?

介護“　　”
のこと?

白楽園のケアマネジャーが
お話をうかがいます!

お気軽にご相談ください!!
●月曜日から金曜日（祝日を除く）8：30～17：00

さわやか白楽園
居宅介護支援事業所
☎0574-72 - 2660♥まずは

一度お電話を
ください。

災害義援金の報告

大分県佐賀関火災義援金
１，５６１円

皆様からの温かいお気持ちありがとうございました。

職員募集
社会福祉協議会では、一緒に働く仲間を
募集しています。

●看護職員 ●介護士
●調理員 ●弁当配達員

未経験、無資格の方も
大歓迎です♪
詳しくは、当会ホームページ
をご覧ください。

募集
職種


